
 令和６年度の研究主題が決定

 全体研のジャムボードから

・思いや願い・「未来へのスケッチ」・関わり・伝える・主体性
・夢中・⾃⼰理解・⾃⼰肯定感・⾃⼰選択・⾃⼰決定・⾃信

キーワード 

主な研究の内容と⽅法 

＜令和6年度研究主題＞
学びたい気持ちを⾼め、夢中になって取り組む姿を⽬指す授業づくり
ーキャリア・パスポート「未来へのスケッチ」の活⽤を通してー�
                               （1年次/2年計画）

① 児童⽣徒の学びたい気持ちが⾼まるような題材設定や単元の⼯夫
② 「未来へのスケッチ」の活⽤と、児童⽣徒の学びたい気持ちを⼤切にした実践
③ 保護者と連携して取り組むための仕組みづくり
④ 「未来へのスケッチ」作成から教育資料作成までのシステムの構築

 令和６年度の研究が始まりました。4⽉下旬に⾏われた全体研究会では、研究のゴールと児童⽣徒の⽬
指す姿について各学年からの様々な意⾒が出され、それらを基に研究主題が決定しました。研究主題は
【学びたい気持ちを⾼め、夢中になって取り組む姿を⽬指す授業づくりーキャリア・パスポート「未来へ
のスケッチ」の活⽤を通してー�】（1年次/2年計画）です。令和５年度の研究の成果を⽣かしつつ、キャ
リア・パスポート「未来へのスケッチ」を授業づくりに⽣かしたい、児童⽣徒の思いや願いを⼤切にした
授業づくりをしたい、⼦どもと⼀緒に授業を作りあげていきたいと考えます。
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